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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】光源の色特性、眼及び色再現機器の色ズレの方
向と程度、色度差弁別能力等の色特性及び色補正フィル
ター検出を可能にする検証システムを提供する。
【解決手段】ＣＩＥ　Ｌａｂ表色法に基づきａを横軸、
ｂを縦軸に配列してＣＭＹＫで印刷された色差段階の異
なる多数のモザイクカラーチャート、グラデーション状
に変化させた純色純色グラデーションカラーチャート及
び補色グラデーションカラーチャートに対し、Ｌａｂ値
は等しいが分光カーブの異なる墨版を用いて等色させ、
条件等色現象により相違してくるその等色位置を、多数
者による近似標準位置、スキャナ、等のデバイス判定位
置、光源別色度図と比較しその位置の相違から色ズレの
方向などの色特性を判定し、補正フィルターを検証する
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　眼、光源、色再現機器（デバイス）の色特性を、一方に判定用基準として分光カーブが
均一的な単色の無彩色（ｋ色、墨灰）を用い、他方に対象色としてシアン（Ｃ）、マゼン
タ（Ｍ）、イエロー（Ｙ）等の混色によってつくられる分光カーブに起伏のある混色無彩
色（ｃｍｙ色、ｃｍｙｋ色、色灰）を隣接させ、条件等色（メタメリズム）現象を利用し
て両者を等色させて検出する方法において、
　１）判定用基準ｋ色に対して、そのｋ色と多光源で条件等色（以下等色）する多数のｃ
ｍｙ色を、上下または左右に隣接させた構成において、またはそれら多数のｃｍｙ色を

を省略）のみを±ａ、ｂ方向に、高、中、低明度別に多段階に変化させた各種ａｂモザイ
クカラーチャート、もしくは、ｋ色を背景に配列した該チャート色のどれかと等色するそ
の位置の相違。
　２）及び主要純色を白（またはその補色）と段階的に混色した多段階グラデーションチ
ャート列の間に単色ｋ色の多段階グラデーション列を明暗が交差するよう交互に挟んで配
列したグラデーションカラーチャートにおける両列の等明度（または等色する）位置。
　３）該判定用基準ｋ色と対象色ｃｍｙ色をともに透過体として色度変化を可能とする面
光源を背景としてもたらして等色する位置。
　３）以上の等色位置もしくは色の見え方を、各種光源別に、多数者標準位置、スキャナ
標準位置等のデバイス判定位置、添付されたＡ、Ｃ、Ｄ５５、Ｄ６５、Ｆ８、Ｆ１０等の
各種光源別Ｌａｂ色度値と比較参照することによって、光源の色特性、眼及び色再現機器
（デバイス）の色ズレの方向と程度、色度差弁別能力等の色特性及び色補正フィルター検
出を可能にすることを特徴とする眼、光源、色再現機器の色特性検証システム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、眼、光、カメラ、フィルム、スキャナ等色再現機器（デバイス）の微妙な色
特性を検査しその色ズレを検証するシステムに関わる。
【背景技術】
【０００２】
　従来は、石原式検査表などがあったが、それらは個々の眼の大きな色特性の違いを判定
することができても、色度図上でどの方向にどの程度ずれてているか、個々の眼の微妙な
色覚の相違を検査し、それを補正可能にするシステムではなかった。
　ただ、関連する同一出願者による方法としては、
　　１）特願２００２－３０７６６０
　　２）特願２００２－３１３５０９
　　３）特願２００２－２７２２８５
　　４）特願２００５－１５４５６９
　　５）特願２００６－１３４４９０
　　６）特願２００７－１２５０１５
　がある。
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　同一出願者による従来の方法では、ＣＩＥ標準値との差を見い出すことを目標としたの
で、チャート部分すべてにつき、色彩計による膨大な数の色度測定が不可欠、したがって
単価がきわめて高く利用者が甚だしく限定され、また機器の測定誤差は少なくなくこれが
大きな問題点となった。
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略）表色法と一致せず、ａｂ色差判定が困難であった。
　また、色差判定をどこまで細かく判別できるかという、色差弁別能の判定及び各色に対
する色感を一覧で判定できず、因果関係と補正フィルターの選定に関しても、それが確か
なものかどうかという検証法に欠けていた。
　本発明では、従来の上記欠陥を改善し、発明の効果をより多くの対象者により効率良く
、より安価、容易、迅速、確実に検証を可能にする方法を開発することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　すなわち、眼、光源、色再現機器（デバイス）の色特性を、一方に判定用基準として分
光カーブが均一的な単色の無彩色（ｋ色、墨灰）を用い、他方に対象色としてシアン（Ｃ
）、マゼンタ（Ｍ）、イエロー（Ｙ）等の混色によってつくられる分光カーブに起伏のあ
る混色無彩色（ｃｍｙ色、ｃｍｙｋ色、色灰）を隣接させ、条件等色（メタメリズム）現
象を利用して両者を等色させて検出する方法において、
　１）判定用基準ｋ色に対して、そのｋ色と多光源で条件等色（以下等色）する多数の

みを±ａ、ｂ方向に、高、中、低明度別に多段階に変化させた各種ａｂモザイクカラーチ
ャート、もしくは、ｋ色を背景に配列した該チャート色のどれかと等色するその位置の相
違。
【０００５】
　２）及び主要純色を白（またはその補色）と段階的に混色した多段階グラデーションチ
ャート列の間に単色ｋ色の多段階グラデーション列を明暗が交差するよう交互に挟んで配
列したグラデーションカラーチャートにおける両列の等明度（または等色する）位置。
【０００６】
　３）該判定用基準ｋ色と対象色ｃｍｙ色をともに透過体として色度変化を可能とする面
光源を背景としてもたらして等色する位置。
　３）以上の等色位置もしくは色の見え方を、各種光源別に、多数者標準位置、スキャナ
標準位置等のデバイス判定位置、添付されたＡ、Ｃ、Ｄ５５、Ｄ６５、Ｆ８、Ｆ１０等の
各種光源別Ｌａｂ色度値と比較参照することによって、光源の色特性、眼及び色再現機器
（デバイス）の色ズレの方向と程度、色度差弁別能力等の色特性及び色補正フィルター検
出をを可能にすることによって解決している。
【０００７】
　（色特性の判定原理）
　ここで、あらためて本発明の色特性の判定原理を述べる。
　本発明の基本原理は、条件等色（メタメリズム）現象の応用による。すなわち、二色の
分光分布が違っても、眼に入る三原色ＲＧＢ光の総量が等しく、ＣＩＥ　Ｌａｂ値が一致
する関係にあれば、両者は等色して同色に見えるが、観察条件（見るときの光及び眼の感
じ方）が変わると色が違って見えることに基づく。
　ここではＬａｂ値は一致するが分光分布が違う、１色の墨（黒ｋ）インクの網点印刷部
分の灰色（ｋ色）または特色インク部分と、Ｌａｂ値の等しい３色（ｃｍｙ）または４色
（ｃｍｙｋ）インク部分間で生じる条件等色位置の相違から、色特性の相違、色差弁別力
等を判定する。以下、判定用基準として用いる分光カーブが均一的な単色の無彩色を（ｋ
色）、他方に対象色として用いる分光カーブに起伏のある混色無彩色を（ｃｍｙ色）とし
て扱う。
　条件等色（メタメリズム）現象には照明条件等色と観測者条件等色とがある。色見本を
持参し、色が合致する色紙を持ち帰ると色が違って見えるのは、照明光条件等色であり、
同じ照明条件下で同じ二色が人によって色が違って見えるのは観測者条件等色である。
　それが起きる理由は、判定用基準としてもたらすｋ色は分光カーブが均一的であるため
に、光源のスペクトル分布を変えることなく反射させるが、一方のシアン（Ｃ）、マゼン
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タ（Ｍ）、イエロー（Ｙ）等の混色によってできるｃｍｙ色は分光カーブが均一でないた
めに、光源の分光分布が変わるとＸＹＺ値が変わり、色が違って見えることになるからで
ある。そして同様に、眼及びデバイスの分光感度が異なると上記モザイクチャートでは等
色位置が異なってくる。
【０００８】
　したがって、標準的観測者の等色する色近辺に、色度差が微妙に異なる多数の色を隣接
させるか、ＣＩＥａｂ色度図状に印刷技術で配してそのどれかと等色するようにすれば、
その等色位置の相違から他者、標準観測者、デバイスとの色感及び光源の色特性が、色度
差の大きいチャートで大きな相違が、色度差の小さいチャートから微妙な相違が色度図上
で判断可能になるという、おそらく、史上初の判定原理の発見に基づく。なお、１色墨（
黒ｋ）インクの網点印刷部分は、分光分布は横軸に必ずしも平行ではないが、Ｌａｂ値の
等しい３色（ｃｍｙ）または４色（ｃｍｙｋ）インク網点印刷部分は起伏が生じているた
めに、両色間で条件等色現象が生じ、本発明のように構成することにより十分に目的が達
成できる。（オフセット印刷による実測図１２、１４参照。）
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　つまり、本発明では、従来の欠陥であった問題を、オフセット印刷、インクジェット印
刷で安価に量産可能としながら、多数者の目視判定結果、及び普及しているスキャナ取り
込み判定値を近似標準値として扱うことによりいちいちの分光機器測定を省略して可能と
する。つまりチャート各部を個別的に色彩計で測定しなくても、実用的に十分な検査デー
タが得られ、機器測定による測定誤差といったトラブルも排除した。
【００１０】
　またモザイクカラーチャートを、ＣＩＥ　Ｌａｂ表色法の色度図に即してａｂ色差が等
差になるよう製作し、色差の大きいチャートから、色差の小さいチャートまで多数のチャ
ートをカード、バインダー、書籍等に段階的に配置し、その連続的検査によって、色差弁
別能力の検査をも可能にし、検査の際の暗示防止のために、チャートは規則性を保ちなが
ら、標準位置をランダムに配置して暗示を防止するようにも配慮してある。
　本発明では、上記判定結果を更に精査できるよう、別の実施例であるグラデーションチ
ャート、一覧チャート、添付されたＡ、Ｃ、Ｄ５５、Ｄ６５、Ｆ８、Ｆ１０等の各種光源
別Ｌａｂ色度値との比較参照等により、より厳密に検証し、判定結果の因果関係、及び補
正フィルターの補正効果を確認できるよう配慮される。
【００１１】
　また、判定基準色は、明暗差があると等色が困難となるので、例えばＬ値を１段階づつ
という微妙な濃度段階ステップをもたらし、さらに、特色の判定基準の併用（たとえば、
図１の１ＢのＸ位置と等しい特色基準を用いて等色する位置の検出により、有彩色におけ
る色特性の相違の因果関係の検証も、主要色相について可能にすることができる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明は上記記載のように、これまで知りたくともまったくといってよいほど知ること
ができず、ほとんど未知世界にあった微妙な色覚の相違、そして色再現機器の色特性がよ
り容易、厳密に検証可能になり、したがって解明されていない人種間、民族、生活圏、地
域間の色覚の違いがあきらかにでき、色覚特性が明らかになることにより、学術的にも、
文化人類学、民族学、生理学、遺伝子研究等にも大きく役立てることが可能になるととも
に、現実の色管理上、色合わせにおいて色が合わない原因が測定器側にあるのか、眼にあ
るのか、あるいは光にあるのか、そして相互の色感特性が不明であるがために生じている
無数のトラブルの原因を解明し解消することにより、色管理を飛躍的に向上させるなど、
未解明色問題の解明に大きく役立てることが可能になる。
【実施例】
【００１３】
　図１は、本発明の基本となるａｂデジタルモザイクカラーチャートの実施例であり、１
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はそのモザイク状カラーチャートであり、コンピューター画像処理においてａｂ＝００部
分を中心に、横軸と縦軸方向にａｂ比率を図のようにプラスマイナス方向に色変化させ、
その中心から離れるほど色度差が大きくなるよう配置されている。
【００１４】
　この状態でａｂ＝００部分が無色となるようｃｍｙ、またはｃｍｙｋ印刷し、図２の判
定基準となる灰色基準の比色マスク４を用いて、素通し部８にカラーチャート色部分を取
り入れて比色等色する色部分がそれと一致すればその色特性はＣＩＥ標準観測者値に近似
し、等色する位置が離れるほど、ＣＩＥ観測者値との色ずれが大きいことが、判明するよ
うに構成されている。ただし、この場合は多数者標準位置、スキャナ標準位置であるが、
デジタルカメラ同様、ＣＩＥ観測者位置とはかなり近似する筈である。しかし、それらは
本発明ではじめて解明されることであって、正確なことはまだ判明していない。
【００１５】
　なお、判定用灰色基準は墨ｋ版印刷により、多段階明度のマスク、また図３の多段階濃
度ステップにより迅速容易確実な等色を可能にしている。
　また、モザイクカラーチャートの各ページには、図１の５、６に示すように白から黒に
到る無彩色段階（いわゆるグレイスケール段階を、１色墨（黒ｋ）インクの網点印刷によ
る列と、Ｌａｂ値の等しい３色（ｃｍｙ）または４色（ｃｍｙｋ）インク網点印刷段階を
並列させ、両者が如何に眼により光により、またデバイスにより色の相違が生じるか判定
できるようにすることにより、比色マスクや濃度段階をあてがわずに判定でき、また、図
１の４のように、Ｌ１段階で明度選択ができる図３と同様の灰色基準をもたらして、デバ
イスによるデジタル取り込み時における濃度とコントラスト調整と同時に、そのデジタル
画像をモザイクカラーチャートの等色位置を見い出す参照基準としてもたらしておくこと
により等色位置の特定を容易にしている。
【００１６】
　同時に、モザイクカラーチャートはその色差は５０差または２５差あたりから順次半減
して色差が細かくなるよう多段階の基本ａｂデジタルデータ及びモザイクカラーチャート
をもたらして、色差の大きい側から等色をすすめて、判断が困難になるところまでの検査
をおこなうことにより、その色度差が明確にできる程度がａｂ差でかなり広い範囲でどの
程度か検査することが可能になる。
【００１７】
　本発明の実際のモザイクカラーチャート印刷では、ａｂ位置を意図的にずらし、またｂ
値と関係のない数字と記号を与え、図２の比色マスク、図３の濃度段階ステップ、図６の
中央で等色させる多孔式比色マスクを用いて等色させ、そのａｂチャートの数字と記号を
読み取って、これを別図にあてはめれば実際のデジタルａｂ色差が判定できるように暗示
を防止することができる。
【００１８】
　その別図の判定用のＣＩＥ色度図では、チャートの横軸及び縦軸データをあてはめれば
無色位置とのａｂ色差が判定でき、眼、光源、色再現機器の色ズレの方向と程度が判明す
ると同時に、ａｂ値差を補正する色補正フィルター値が併置して表示されることによって
、色補正データが得られる。そこには色補正フィルターを直読可能ににすることができる
。
【００１９】
　たとえば、ｆ－６において等色したときは、それを別図にあてはめａｂ値を読み取ると
、標準より左下に一段、ａｂともにマイナス１０ほど、青方向にズレているといったこと
が判明し、別表から、近似値を捜すと、３０Ｃ（シアンの３０）がａ＝－１２，ｂ＝－９
ともっとも近いといった補正フィルターの検出を可能にすることができる。
【００２０】
　ここで、検査した等色位置と補正フィルターの関係を補足説明しておくと、たとえば、
３０Ｃにズレた眼はそれと同じカメラ、スキャナ機器同様、青側にズレているので、ます
ます青っぽくなるように思えるところがあるが、その青側から標準を見ると標準は反対に
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赤っぽく見えることになるので、補正フィルターは間違いなくシアンの３０なのである。
また、同濃度で、Ｃフィルターだけがゼロ点に近いのは、ＣＭＹ同濃度の三色混合では無
彩色にならず、印刷でも無彩色をつくるのにはＹＭより多くのＣを必要とするからも理解
可能になる。
【００２１】
　ただ、色度図で示された位置及び数値はマトリックスとなるａｂデジタルチャートのデ
ータであって、実際にはそれがＣＭＹＫデータに変換され印刷されて色ズレが生じる。そ
こで、従来は、そのゼロ点をはじめ印刷された無数の各部のすべてを実測するという大変
な作業が必要であったわけである。これが普及ができない大きな障壁となっていた。
【００２２】
　しかし、本発明では、印刷によって安価に量産可能としながら、個別的にいちいちの色
彩計による色度測定をほとんど問題なく省略可能とする方法を開発した。その方法とは、
多数者の検査結果、及び普及しているスキャナ取り込み判定値をスキャナ標準値として扱
うことであり、これにより、分光測色なしに実用的にきわめて有効な色覚検査データが得
られるようになる。
【００２３】
　すなわち、色彩測定機器はいずれもＣＩＥの標準観測者データを基準に測定されるが、
本発明では多数の眼を多数の視感判定装置と考え、多数者またスキャナ標準値とすること
により、より望ましい検査結果が可能になる。なぜなら、一般的にはＣＩＥ標準よりも日
常の仲間やお得意の色管理関係者達と色基準を合わせることの方がより重要になるからで
あり、常にＣＩＥの絶対値が必要になるわけではないからである。
【００２４】
　また、色覚判定はプライバシーに関わり、できれば自己診断したい場合が多く生じる。
本発明ではすでにカメラ同様に普及したスキャナ、デジタルカメラで判定用基準とともに
取り込み、そのデジタル画像の判定用基準と合致または近似する部分を見い出して、これ
を近似標準としてその位置をａｂ色度図のａｂ＝００位置に判定結果の位置関係をそのま
ま移行させれば、ＣＩＥ標準との色ズレや先きに説明した色差弁別力がかなり正確に検査
可能になろう。つまり、この実用性を優先し絶対値は別に改めて求めればよいという技術
思想により、従来のもっとも大きな問題点が解決されている。
【００２５】
　図４は第二の実施例である純色純色グラデーションカラーチャートであり、色度図上で
Ｌ値と色度差の等しい主要純色を選び、各純色を白と段階的に混色した多段階純色グラデ
ーションチャート列１４の間に無彩（ｋ）色の多段階グラデーション列１５を明暗が交差
するよう交互に挟んで配列してあり、多段階純色グラデーションチャート列は、ａからｈ
までに、たとえばａｂ色度図の右下から右回りに主要純色列が並ぶ。１３は縦軸の明度番
号であり、これにより等明度位置を判定し表示する。
　１４、１５両列は交互に配列してあるので、どこかで明暗感が一致する部分が生じる。
その位置により、ａｂ色度図上で、どの方向にどの程度ずれるかということが判明しする
ので、判定が容易、迅速にできる。各主要純色に対する明暗感が判明し、これをモザイク
チャートで更に精査できる。
【００２６】
　図５は、第三の方法としての補色グラデーションカラーチャートであり、該無彩（ｋ）
色を背景に、色度図上でＬ値と色度差の等しい主要純色を選び、それぞれを各補色対と該
無彩（ｋ）色と近似Ｌａｂ値部分が含まれるよう混色して作成してある。
　図中１６は、該無彩（ｋ）色の背景であり、１７はその一端においた主要純色位置、１
８は他端においた主要純色の色度図上での各補色位置であり、両者が背景色と近似Ｌａｂ
値部分が含まれるよう混色してあるので、各列は背景色のどこかで等色することになる。
しかし、その位置は眼、光、デバイスごとに相違するので、その等色位置の検出によって
、色ズレの方向や程度が判明する。この補色グラデーションチャートには、ＲＧＢとＣＭ
Ｙの補色対を加えることにより、ＲＧＢ系の色ズレ判定が可能になる。
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【００２７】
　上記の第二の方法による等明度位置及び第三の方法による等色位置を透明フィルム上に
プロットした判定グラフにより、眼、光源、色再現機器の色特性の相違が一目瞭然となり
、その判定結果でモザイクテストとの因果関係を検証し、またフィルター効果の検証が容
易に可能になる。
【００２８】
　図３は、判定用基準としての比色マスクに代えて使用する多段階濃度ステップの実施例
であり、図中９はその無彩（ｋ）色濃度段階ステップ、１０はモザイクチャートのＬ値と
等しいＬ値の基準色濃度部分、図では中間明度のＬ５２を示し、左右にＬ１段階差で濃度
段階が変えてある。したがって、このステップを使用すれば、明度差のための等色不能、
誤判定という問題が排除でき、比色マスクよりも迅速容易、確実な等色作業ができる。
【００２９】
　また、第四の方法として、該無彩（ｋ）色濃度段階と、該無彩（ｋ）色と分光カーブは
異なるがＬａｂ値が近似する色度図上の多数のｃｍｙ色を隣接させ配置し作成した、一覧
カラーチャートを使用することにより一覧で色ずれの方向や程度が検出ができる。
　図７はｋ色面の背景（２２）に、図１と同様に同一Ｌ値の多数のｃｍｙｋ色（２３）を
規則的にもたらした色票カードであり、これを図８のカバーに挿入して判定するが、この
場合は比色マスクを不要にして、かつカードの挿入方向（Ａ１，Ｂ１，Ｃ，Ｄ１によって
２７の表示窓の記号が変わる）によって同一ｃｍｙｋ色位置が変わり、被験者に標準位置
の予断を許さないよう配慮されている。この場合、全ｃｍｙｋ色の位置を不規則、無作為
に配列し、それぞれの色特性を図１０のように透明フィルムを重ねて判定させることがで
きる。
　図９は、図８の背景ｋ色面にある全ｃｍｙｋ色を不規則、無作為に配列したものであり
、その位置の色ズレ方向、程度、フィルター補正値等を示す色特性は、図１０に示す判定
用透明フィルム３０を重ねることによって得られる番号から別表で判るよう構成してある
。
　このように、本発明では、比色マスクを排しより検査が簡易に可能になるとともに、必
ずしも分光測色しなくても相対的色感の相違が従来より容易、確実、安価にでき、ＣＩＥ
標準と照合できなくても、少なくともその眼が多数者位置と一致するかどうか、色ずれが
あるとすればどの方向にどの程度の色ずれが生じるか、色差弁別力とともにそれを色度図
上で検証でき、その色ずれを補正するにはどのように調整すればよいか、万全の判定が可
能になる。
【００３０】
　例えば、判定精度については、図１において、たとえば、Ｙ方向に感度が高い場合は、
モザイクチャートでもそれ故に、Ｙ方向（ａｂ色度図で上方向）にずれているといった因
果関係をあわせて検証でき、どの方向の補正フィルターが有効であるかの判定と、レンズ
系にフィルターをあてがって有効かどうかの実証が可能になり、誤判定が避けられ、かな
り真実に近い判定結果を得ることが可能になる。
【００３１】
　色補正法は、色補正フィルターを眼及びデバイスに用いて判定できる。検査結果の位置
が多数者標準位置と異なるときは、ＣＭＹ，ＲＧＢ色補正（ＣＣ）フィルターを眼にあて
がって判定したときに多数者近似標準位置と一致するフィルターが多数者と色感が等しく
なる補正フィルターである。本発明では、モザイク、グラデーションチャートを用いて判
定するので確実性高く、因果関係の検証が可能になる。
【００３２】
　また、主要色相についての色ズレは、モザイクカラーチャートとＬａｂ値が一致する、
ｃｍｙ混色系でない特色インク等による特色基準を使用することにより、各色についての
色ズレが検査できることになり、±ａｂ００を基準とする第一の方法で得たデータとの因
果関係が判明してくる。
　つまり、無色（ａｂ＝００）以外の有彩色がモザイクチャート上でどの方向にずれるか
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を無色位置でのズレ方と検証してみることができる。おそらく同じ方向にずれているであ
ろう。この方法を追加することにより、相当に精度の高い色覚検査と光源判定、機器の色
特性判定の検証が可能になろう。
【００３３】
　（光源色の判定）
　本発明では、上記の色管理には、標準光源として、たとえばＡＡＡ５０００ｋ色評価蛍
光灯、正午前後の類似の室内自然光のような照明条件で、判定者が多数者位置者であり、
別の任意の光源判定で、その判定位置が同じであれば判定光源として適していることがわ
かってくる。適していない場合はモザイク、純色グラデーションカラーチャート、補色グ
ラデーション各チャートにおいても、ズレた位置で等色するので、色管理に適しているか
どうか、光源の色質の判定が可能になる。また、銀塩カラーフィルム、デジタルカメラ、
スキャナなど、色再現機器の色特性が同様にして、従来よりはるかに容易安価、確実な判
定が可能になる。
【００３４】
　そして、本発明では、上記した方法において、各種光源と等色する各種の色部分を切り
取り、あるいは印刷して、黒白灰色基準と併置して、両者が等色する位置から、光源の色
温度が判明するような光源色検査票をもたらすことも容易に可能になる。たとえば、、図
５同様に、色温度軌跡の両端、また蛍光灯用にＧ系統とＭ系統の両色を、たとえば５００
０ｋ標準で等色する位置を中央におけば、標準観測者において色温度系とＧＭ系の光色判
定が可能になる。
【００３５】
　なお、簡易な判定法も重要であるが、より精度高い判定も重要である。以下に、本発明
において、より厳密に判定をおこなう方法を述べる。
　そのために、本発明では、Ａ、Ｃ、Ｄ５５、Ｄ６５、Ｆ８、Ｆ１０等いくつかの分光分
布の異なる光源の切り換えによる、同一等色対のｃｍｙｋ色の見え方、及び同一モザイク
上の各種光源ごとの標準等色位置（分光測色値）との相違をもとに厳密な色感判定をおこ
なうことができる。
【００３６】
　図１１、１３はその実施例であり１２、１４はオフセット印刷によるｋ色とｃｍｙｋ色
の分光測色グラフである。
　図１１はいずれも各種光源でｋ色と近似等色する各種等色対を上下に配したチャートで
あり３２★はａｂｃｄｅｆ各種ｃｍｙｋ色、３３●はｋ色をあらわす。
　図１２は、そののなかのｃ部分と下段ｋ色を分光分布の異なる光源を切り換えた実測例
である。図中の記号は光源とその色温度、Ｌａｂ数値をあらわす。
【００３７】
　このように、オフセット印刷によるｋ色（下段）は反射カーブがフラットなので、光源
が変わっても色度位置はほぼ不動であり、一方、ｃｍｙｋ色は光源によって微妙にまた大
きく位置が移動し、ｋ色と★ｃｍｙｋ色の位置が接近するＦ８、Ｄ６５等の光源ではｃｍ
ｙｋ色は下段ｋ色と近似等色する。しかし、ＡやＦ１１では★ｃｍｙｋ色はＲＰ方向、Ｆ
６ではＲ方向に色がずれ、Ｄ７５では僅かにＢＧ方向にずれる。したがって、光源を切り
換えたときこの図同様の色感を得る眼・デバイスは色感が標準的であることを示し、類似
しない場合は標準色感（ＣＩＥ標準、分光測色計の色感）と相違することが判明する。
【００３８】

測色位置を、図１４はその測色位置にある光源別の実測色度図である。これにより、モザ
イクのｃｍｙｋ色は、背景ｋ色（２２）に対して、光源Ａでは▲４▼、Ｆ６では▲５▼、
Ｆ１２では▲７▼、Ｄ５０、Ｆ８、Ｆ１０、Ｆ１１では▲８▼、Ｄ５５では３０、Ｃ、Ｄ
６５、Ｄ７５では３１で近似等色することがわかる。
【００３９】
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　　したがって、この場合は、光源をＡ、Ｆ８、Ｃと切り替えると、標準視では等色位置
が▲４▼（４ｅ）、▲８▼（５ｆ）、３１（７ｆ）と変わることになり、眼・デバイスの
色ズレは、それぞれの等色位置の相違からその程度と方向が判明する。
　このように、多光源における標準等色位置をグラフ表示し、これをチャート類に添付し
比較参照することより、光色判定、眼及びデバイスのより精度の高い確実な色感判定が可
能になる。なお、図４、５、７、９においても同様である。
【００４０】
　したがって、本発明では、ライトボックスに切り換え可能なＡ、Ｆ８、Ｃ光源をもたら
して各チャートを各種光源で観察できるように構成した色感判定装置を用いて眼及びデバ
イスの厳密な色感判定をおこなうことが可能になる。
　　そしてその際、視野全体、もしくは光源面全面にフィルターを用いて観察したときに
ＣＩＥ標準位置と近似等色するとき、そのフィルターの色度が色ズレを補正する色補完値
であり、多少の色ズレはこの方法によって補正が可能になる。
　この場合、フィルターは眼に装着しても、光源側に装着しても色感効果は同じであるか
ら、光源の種類（色度ｘｙ）の切り換えと、フィルターの切り替えは、一光源の色度調整
に代えることができる。すなわち、もっとも簡易には、分光特性を測定ずみの色度変換可
能な液晶光源等を装着したライトボックスにカラーチャートをセットした装置で光源側の
色度調整だけで上記した厳密な色感特性の判定が可能になる。
【００４１】
　　また、上記例は判定基準、その対象色も反射型としたが、判定基準はＮＤフィルター
、対象色は混色系フィルターのような透過体複数を用いこれをパソコンモニに類す色度変
化が可能なる面光源を背景として配置し、面光源の色度を変化させて生じる等色、不等色
を検出して観察者の色感を判定することができる。
【００４２】
　　図１５はその一実施例であり、本体には色度変化する面光源３７を背景に４種の透過
体を有する判定用パネル３８があり、３９が分光カーブがフラットな透過型判定基準、４
０ａｂｃは分光カーブがフラットでない明度の等しい色度の異なる３種の混色系対象色で
あり、面光源３７のいくつかの色度変化に対応して３９と近似等色するｃｍｙｋ色ａｂｃ
が配置されている。
　仮に光源変化をＡ光源、Ｆ８光源、Ｃ光源として変化させたときにａｂｃ順に等色する
よう構成した場合において、ａｂｃ順に等色して見える観測者の色覚はＣＩＥ標準であり
、そうでない場合は、
【００４３】
　光源の色度を変化させたとき、ａｂｃ各部が等色して見える光源の色度から、色感の色
ズレの方向と程度、補完フィルター値等を見い出すことが可能になる。たとえば、Ａ光源
で等色する部分がＣ光源で等色する場合は、Ａ光源をＣ光源に変換するための色温度変換
フィルターの変換値がその色ズレの色補完治値と同等である。
　　その場合、光源色度を色温度軌跡上、ａｂ軸上で連続的に変化させながら、等色する
ａｂｃ位置との関係をコンピュターと連繋して見い出せば更に厳密な色感特性の判定が可
能になる。
【００４４】
　（デバイスの色感判定）
　カラーフィルムやデジタルカメラの場合は、指定光源を用い、適正露光で撮影した結果
を眼、また他のデバイスと比較すればおのずから色感の相違が判明する。
　たとえば、眼では図１の５、６列が近似して見えても、あるカメラでは青っぽくなり、
あるフィルムでは赤っぽくなるという場合が生じる。これはデバイスの分光感度や色素の
特性、画像処理法による相違であり、眼との色特性の相違とともに、色が合致しない原因
が、光にあるのか、眼にあるのかといった問題が解決でき、視感と同様な撮影にはどのよ
うなフィルターを用いればよいかの判断が多種カラーチャートで検証してみることが可能
になる。
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　画像処理ソフトでは、Ｌａｂ値判定ができるので、したがって、各デバイスの色特性の
Ｌａｂ値判定ができ、そのデバイス判定とともに、それを基準とした眼の色特性を判明す
ることができるので、一般的にいえば、高価な分光測色機器の使用なくして、かなり精密
な眼の実際的色感判定が可能になるということでもある。
　（モニタ調整）
　本発明では、該デジタルａｂカラーチャートをモニタ画面に呼び出すとともに、ＡＡＡ
色評価用５０００ｋ蛍光灯を標準光源として照明された該モザイクカラーチャートをおき
、モニタ画像が該カラーチャートとその印象を一致させることによって従来困難であった
正しいモニタ調整が容易確実に可能になる。
【００４５】
　（モニタからの出力画像の調整）
　本発明では、各明度段階ごとに、該ａｂカラーチャートをモニタ画面に呼び出して、そ
のまま校正刷りをおこない、ＡＡＡ色評価用５０００ｋ蛍光灯標準光源下において印刷さ
れたチャート部分に灰色基準の比色マスクをあてがって等色させれば、Ｌａｂモードで如
何にａｂ値を調整すればモニタの無色部分が無色にグレイバランスされるかの色補正値を
、容易、確実に見い出すことが可能になる。
【産業上の利用可能性】
【００４６】
　色彩科学技術は大きく発展し進歩を遂げ、光や色材の色特性のほとんどは解明されてき
たが、眼の微妙な色特性はこれまで全くといってよいほどブラックボックスにあった。そ
の理由は、知りたくても容易に知ることができる手段がなかったからであるが、本発明は
すでにのべたようにして、これまでほとんど未解明であった個々の微妙にまた大きく異な
るかもしれない色感未解明部分が、印刷による機器測定不要のカード方式により、精度高
く解明でき、診断されることなく自分で自分の色感及び光、更にデジタルカメラ、スキャ
ナ、フィルム等の色特性を容易簡単、安価にを知ることができるので、色を扱うあらゆる
分野で現実に生じている色感の相違によるトラブルの解決に寄与でき、デバイス色再現、
ＣＩＥ表色法の理解と普及、色彩学と色彩教育、色彩文化の向上に大きく役立てることが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】　ａｂデジタルモザイクカラーチャートの一実施例の説明図。
【図２】　灰色基準の比色マスクの一実施例の説明図。
【図３】　無彩（ｋ）色多段階濃度段階ステップの実施例。
【図４】　純色グラデーションカラーチャート
【図５】　補色グラデーションカラーチャート
【図６】　多孔式比色マスク
【図７】　ｋ色の背景に同一Ｌ値のｃｍｙｋ色を規則的にもたらした色票カード
【図８】　図７の色票を挿入するためのカバー
【図９】　ｋ色の背景にｃｍｙｋ色をランダムにもたらした色票例
【図１０】　図９色票の判定用透明フィルム
【図１１】　等色対。●はｋ色、★はｃｍｙｋ色
【図１２】　分光測色した図１１の３２、３３両色を、測定光源別にａｂ色度図上にプロ
ットしたものであり、等色、不等色の程度、色ズレの方向、程度がわかる。
【図１３】　図１同様のａｂ色度差（約Δ１）をもつモザイクチャートの中央部分の測色
位置と番号。
【図１４】　図１３の各測色位置の光源別実測ａｂ色度図。グラフ下の測色データの★印
の前の数字が上記位置番号を示す。（たとえば、Ｆ８の測色番号位置は８）
【図１５】　透過型色感判定装置の実施例。Ａは正面図、Ｂは側面説明図。
【符号の説明】
【００４８】
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１　ａｂデジタルモザイクカラーチャート
１Ｂ　特色基準と等色させる等Ｌａｂ値位置の例
２　カラーチャートのａ軸方向の位置を示す記号
３　カラーチャートのｂ軸方向の位置を示す番号
４　基準色濃度段階ステップ
５　ｃｍｙｋ４色印刷るグレイスケール段階
６　（ｋ）墨１色印刷によるグレイスケール段階
７　比色マスク
８　比色窓（打ち抜き孔）
９　無彩（ｋ）色濃度段階ステップ
１０　モザイクチャートのＬ値と等しいＬ値の無彩（ｋ）色濃度部分
１１　Ｌ値の表示
１２　多段階純色グラデーションチャート列とその記号
１３　縦軸の明度番号
１４　純色を白と段階的に混色した多段階純色グラデーションチャート列
１５　無彩（ｋ）色の多段階グラデーション列
１６　無彩（ｋ）色の背景
１７　一端においた主要純色位置
１８　他端においた主要純色の色度図上での各補色位置、
１９　比色用打ち抜き孔
２０　図１の横軸ａに対する指示矢印
２１　図１の縦軸ｂに対する指示矢印
２２　ｋ色背景面
２３　各種ｃｍｙｋ色部分
２４　カード番号
２５　図７カードの挿入用カバー
２６　打ち抜き孔
２７　打ち抜き孔
２８　色背景面
２９　ランダムにもたらしたｃｍｙｋ色部分
３０　透明フィルム
３１　図９色票に重ねたときに各ｃｍｙｋ色の特性が別表でわかるようにした番号
３２　３３と同一明度の近似色度のｃｍｙｋ色。
３３　ｋ色
３４　ｃｍｙｋ色と同じ明度のｋ色による背景色
３５　３４を背景色として、Ｆ８光源にて８位置にて近似等色するｃｍｙｋ色を中心に±
ａｂ方向に同一明度で色度を変換したモザイクチャート。
３６　透過型判定装置の本体
３７　色度変化する面光源
３８　４種の透過体を有する判定用パネル
３９　分光カーブがフラットな透過型判定基準
４０ａｂｃ　分光カーブがフラットでない明度の等しい色度の異なる３種の混色系対象色
。
４１　その表示パネル
４２　接眼部
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【図１１】
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